
・広域無線移動通信システム、IoTゲートウェイ、IoTデータ収集クラウド基盤、
マルチセンサー携帯型自動血圧計
説明：

•広域無線移動通信システム： VHF帯を用いて基地局ー移動局間で伝送距離最大27kmの
移動通信システム、多段中継も可能で３０ホップ程度まで通信距離を拡大可能（図１）

• IoTゲートウェイ：カメラ、Ｂluetooth搭載センサー等での収集情報を無線の多段中継により
ビッグデータをクラウドまで伝送可能な小型ＩｏＴ用ゲートウェイ（図２）

• IoTデータ収集クラウド基盤：IoTゲートウェイと連動し、IoTゲートウェイで取得した情報をセキュアにAmazon Web Service(AWS)等のパブリッ
ククラウド上に格納、用意した見える化ソフト等により情報をスマホ等により表示（図３）

•マルチセンサー携帯型自動血圧計：気温、気圧、身体活動と血圧、脈拍、カフ容積脈波形生体情報の同時データ収集が可能な小型携帯
型血圧計（図４）
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時系列ビッグデータ解析とリアルタイムデータによるリスク予見
システム

• 自営設置による超広域
ネットワークが容易に
構築

• 多段中継により通信エ
リアのさらなる拡大

• 自動的に無線機を見つ
け、ネットワークを拡大

• 基地局でのネットワー
ク監視ソフトも利用可
能

• 数Mbpsの通信速度

• インターネットの代替回
線のように利用可能
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